






研究目的 

従来,未熟児網膜症の実験モデルとして種々の幼若動物についての oxygen induced 

retinopat-hy が病態解明に多大の貢献をもたらしてきたが,Patz によると,動物種によっ

て酸素感受性に差があるとされ,特に幼若ラットの酸素感受性は極めて軽微であるとされ

てきた。このためラットを使用した実験モデルの報告はみられなかったが,ウサギなどより

も,よりヒトに近いその網膜血管の構築や個体差の少なさを考慮すると,ラットに oxygen 

induced retinopathy が確実に発生させられれば意義が深いと思われる。また,在胎週数の

短く,出生時体重の小さいヒト未熟児は生理的に VitaminE 欠乏状態にあるため,高濃度の

酸素負荷があると生体膜が障害されやすいとされていることから，ラットを使用した

oxygen induced retinopathy に VitaminE 欠乏がおよぼす影響を解明することは重要なこ

とである。幼若ラットにおいて oxygen induced retinopathy が確実に発生するものか否か

,また VitaminE 欠乏がラットの oxygen induced retinopathy にいかなる影響を与えるか

について実験を行い検討した。 


